平成１３年測量士試験問題（択一式・午前）

［ＮＯ．１］

　問　Ａ　
　次の文は、地球の形状について述べたものである。 　ア　 ～ 　エ　 に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　地球の形は、近似的に回転楕円体で表される。地球の形状に近い回転楕円体を地球楕円体と呼び、18世紀末以降、種々の地球楕円体が提案されてきた。我が国で明治時代以来用いてきた地球楕円体は、ベッセル楕円体である。また、GPS測量で使われるWGS84楕円体も地球楕円体の一つである。

　地球楕円体の形状及び大きさは、 　ア　 と扁平率(扁平度)で定義される。

宇宙測地技術の登場以前は、経緯度原点の地点を地上に定め、その地点での天文測量により原点数値を決めたため、地球楕円体の中心が 　イ　 に一致していない。しかし、

20世紀後半、 　ウ　 を用いた観測が行われるようになって、 　イ　 に地球楕円体の中心を合わせることができるようになった。

　形状及び大きさ並びに中心の位置が異なる地球楕円体に基づいて位置を求めると、同じ地点でも、緯度、経度、 　エ　 が異なって表される。

　　　　ア　　　　イ　　　　　　ウ　　　　　エ

１．　離心率　　地　軸　　　人工衛星　　　楕円体高

２．　離心率　　地球重心　　光波測距儀　　標　高

３．　長半径　　地球重心　　光波測距儀　　標　高

４．　長半径　　地球重心　　人工衛星　　　楕円体高

５．　長半径　　地　軸　　　光波測距儀　　楕円体高

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No1A　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　ア　…　《公共測量19》より、「長半径」である。

　　　　　　　　　　○ベッセルの算出値

　　　　　　　　　　　　長半径：6,377,397.155m

　　　　　　　　　　　　偏平度：1/299.152813

　　イ　…　設問文、『地球楕円体の中心が 　イ　 に一致していない』『　イ　 に地

　　　　　　球楕円体の中心を合わせることができるようになった』より、「地球重心」

　　　　　　である。

　　ウ　…　光波測距儀の使用は20世紀後半以前であることから、「人工衛星」である。

　　エ　…　標高は直接求めることは出来ない。「楕円体高」を求めてから、標高を算出

　　　　　　する。

 乱暴解  

　　《多い少ないの術》　…　多い→少ない→多い

　　　　イの「地球重心」、ウの「人工衛星」は容易にわかるであろう。イ、ウが決まれ

　　　　ば、正解は「４」しかない。「４」の内容をチェックしてＯＫ。

　　　　　　　　　　　 ア　　　　　イ　　　　　　 ウ　　　　　　　エ

　　　　多　い　…　長半径 3　　地球重心 3　　光波測距儀 3　　楕円体高 3
　　　　少ない　…　離心率 2　　地　軸　 2　　人工衛星　 2　　標　高　 2

　問　Ｂ　
　図1－1に示すように、標高572.94mの点Aと標高698.54mの点Bの間の距離と高低角の観測を行い、表1-1の結果を得た。このときDは斜距離、α1は点Aから点B方向への高低角、α2は点Bから点A方向への高低角、il、f1は点Aの器械高及び目標高、i2、f2は点Bの器械高及び目標高である。点A、B問の基準面上の距離はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、地球の平均曲率半径は6,370kmとし、ジオイド高は考えないものとする。
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１．2,396.23m

２．2,396.47m

３．2,396.71m

４．2,399.52m

５．2,399.76m

　　　　　　　表1－1　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１

　 D
　 2,400m

　α1
　 3ﾟ00’15”

　α2
　-2ﾟ59’45”

il、f1
　　1.26m

i2、f2
　　1.26m

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No1B　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《三角測量14》より、

　　　　○基準面からの距離を求める式

　　　　　　斜距離Dより（投影補正）

　　　　　　　　S0 = D × cosα / (1+H/R)　　　　H：平均標高

　　本問では、上式に次のように代入すればよい。

　　　　α = (α1-α2) / 2 = (3ﾟ00’15”+2ﾟ59’45”) / 2 = 3ﾟ00’00”
　　　　 H = (H1+H2) / 2 = {(572.94+1.26)+(698.54+1.26)} / 2 = 637m

　　よって、

　　　　S0 = D × cosα / (1+H/R)

　　　　　 = 2,400 × cos(3ﾟ00’00”) / ( 1 + 637/6,370,000 )

　　　　　 =2,396.47m

　　正解は「２」である。

　　チェック方法は、計算過程で、α=3ﾟ（ジャスト切のいい値）、H=637m（R/10,000）

　　になれば、正しい。

 乱暴解  

　　《覚えておこう》　…　基準面上の距離は、平面距離より短くなる

　　　　斜距離から平面距離を求めると、

　　　　　　S = D × cos(α1-α2)/2 = 2,396.71m

　　　　正解は、2,396.71m より、小さい数値になるはずである。

　　　　よって正解は、「１」と「２」に絞られる。

　問　Ｃ　
次の文及び計算式は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するGPS測量機を用いた1級基準点測量(以下「GPS測量」という)における偏心について述べたものである。

　ア　 ～ 　エ　 に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選べ。

　○GPS測量における偏心計算では、偏心要素である、斜距離、 　ア　 及び方位角を

　　用いて本点と偏心点の間の 　イ　 の基線ベクトルの各成分を算出する。

　○図1-2のように偏心した場合、偏心計算に必要な距離計算は次の式を用いる。

　　D=√(D’･cosαm)^2+( 　ウ　 )^2
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　　αm=(α1’-α2’)/2

　　ただし、

　　　D　　：本点と偏心点の斜距離

　　　D'　 ：観測した斜距離

　　　α1'、α2’ ：観測高低角

　　　il、i2 ：器械高

　　　f1、f2 ：目標高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－２

　○あるセッションの中で偏心点が1点の場合、偏心補正計算では、本点と偏心点の間の　　基線ベクトルを算出した後、観測によって得られた偏心点から各方向の基準点までの　　基線ベクトルに、算出した基線ベクトルを加えて、 　エ　 の問の基線ベクトルを　　求める。

　　　　　ア　　　　　イ　　　　　　ウ　　　　　　 エ

１．　高　低　角　　三次元　　D'･sinαm+il-f2　　基準点

２．　高　低　角　　球　面　　D'+i1+f2　　　　　 偏心点

３．　高　低　角　　三次元　　D'･cosαm+i1-f2　　基準点

４．　ジオイド高　　球　面　　D'･cosαm+i1-f2　　偏心点

５．　ジオイド高　　三次元　　D'･sinαm+i1-f2　　偏心点

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No1C　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　ア　…　チェック部品集《ＧＰＳ15》より、「高低角」である。

　　　　　　　　○偏心要素

　　　　　　　　　　・偏心距離：斜距離

　　　　　　　　　　・偏心角：方位角、高低角、高低差

　　　　　　　　　トータルステーション等は

　　　　　　　　　　・偏心距離：基準面上の距離

　　　　　　　　　　・偏心角：零方向と本点間の挟角

　　イ　…　当然、「三次元」の基線ベクトルの各成分である。

　　ウ　…　ピタゴラスの定理より、(cosαm)^2とくれば、「(sinαm)^2」である。

　　エ　…　当然、「基準点」問の基線ベクトルである。

 乱暴解  

　　《多い少ないの術》　…　多い→少ない→多い

　　　　イの「三次元」、ウの「sinαm」は容易にわかるであろう。

　　　　正解は「１」と「５」に絞られる。

　　　　　　　　　　 　 ア　　　　　　イ　　 　　　ウ　　　　　　 エ

　　　　多　い　…　高　低　角 3　　三次元 3　　cosαm・他 3　　偏心点 3

　　　　少ない　…　ジオイド高 2　　球　面 2　　sinαm 2　　　　基準点 2
　問　Ｄ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するGPS測量機を用いた基準点測量(以下「GPS測量」という)について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．GPS測量では、観測中に衛星電波の受信が瞬間的に遮断されると位相の積算が中断す　　るため、観測精度が悪くなることがある。

２．GPS測量では、観測中にアンテナの周囲に自動車等を近づけると、エンジンからのノ　　イズによる電波障害や電波が車体に反射されるマルチパスを生じる場合がある。

３．GPS測量では、GPS衛星４個以上を同時に観測する必要があるため、観測前にGPS衛星　　の運用情報や飛来情報を確認する。

４．GPS測量では、複数台の受信機を同時に用いて使用するため、平均計画図に基づき効　　率的なセッション計画を立案する。

５．GPS測量では、同一のセッションにおいて、最低一つの観測点において定められた観　　測時間を満たしていれば、他の観測点では定められた観測時問の二分の一以上を満た　　していればよい。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No1D　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《ＧＰＳ05》より、正しい。

　　２　　　　　○誤差

　　　　　　　　　・電磁層伝搬遅延誤差：周波数の２乗に比例し、２周波観測で補正

　　　　　　　　　・対流圏伝搬遅延誤差：標準大気モデル（気温、気圧、湿度）で補正

　　　　　　　　　・整数値バイアス：多重解からの基線解観測時間を確保する

　　　　　　　　　・アンテナ高計測誤差：同機種のアンテナを同方向に立てる

　　　　　　　　　・時計誤差：二重位相差を計算する

　　　　　　　　　・軌道情報誤差：精密軌道暦を用いる

　　　　　　　　　・サイクルスリップ

　　３　…　チェック部品集《ＧＰＳ01》より、正しい。

　　　　　　　　○汎地球測位システム

· ２４個の人工衛星発信電波の内、４個以上の衛星から同時受信

　　　　　　　　　・衛星軌道半径：26,600km　　　・地球１周：１２時間

　　　　　　　　　・軌道情報は放送暦　　　　　　・水平X.Y、高さZ、時間T

　　　　　　　　　・受信機の時計誤差を考慮

　　４　…　チェック部品集《ＧＰＳ07》より、正しい。

　　　　　　　　○観測（干渉測位方式）

　　　　　　　　　・観測図：セッション（同時に複数のGPSを用いる観測）計画を記入

　　　　　　　　　・既知点と新点を結合する閉多角形を形成する

　　　　　　　　　・異なるセッションの組合せ点検のための多角を形成

　　　　　　　　　・異なるセッションの組合せ点検のための１辺以上の重複観測

　　　　　　　　　・標高取付：楕円体高差＝高低差　（距離 500mまで）

　　５　…　チェック部品集《ＧＰＳ08》より、GPS観測方法、基準点測量の級別に、観

　　　　　　測時間、データ取得時間、衛星数が定められている。よって、間違いである。

　　　　　　　　①スタティック法（静的）　…　1.2.3.4級基準点測量

　　　　　　　　　・精度:数百kmで数cm

　　　　　　　　　・アンテナと受信機を設置し、全点同時にGPS電波を受信記録する

　　　　　　　　②短縮スタティック法　　　…　3.4級基準点測量

　　　　　　　　③キネマテック法（動的）　…　4級基準点測量

　　　　　　　　　・既知点に１台の受信機を固定し、もう１台の受信機を複数の未知点

　　　　　　　　　　を順次移動し観測する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　測時間(分以上)  データ取得(秒以上)　衛星数

　　　　　　　　　　　①スタティック法　　　　60　　　　　 30　　　　　　 4

　　　　　　　　　　　②短縮スタティック法　　20　　　　　 15　　　　　　 5

　　　　　　　　　　　③キネマテック法　　　　 1　  　　　　5　　　　　　 5

 乱暴解  

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　○○○ならば、×××でもよい

　　　　「５」の『観測時間を満たしていれば、観測時問の二分の一以上を満たしていれ　　　　　ばよい。』が、怪しい。
［ＮＯ．２］

　問　Ａ　
次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施するトータルステーションを用いた基準点測量の精度管理について述べたものである。

間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．新点の位置精度は多角網の形によって影響を受けるため、選点にあたっては図形の

　　強さを考慮する。

２．観測に用いる主な測量機器は、事前に検定を実施し、必要精度が確保できていること

　　を確認する。

３．水平位置の閉合差の点検路線は、なるべく多くの辺を採用し最長の路線となるように

　　する。

４．観測点における角観測の良否を判定するため、倍角差、観測差、高度角定数を

　　点検する。

５．座標の点検計算の閉合差は、基準点測量の方式ごとに許容範囲が設けられている。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No2A　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《多角測量04》《基準点測量13》より、正しい。

　　　　　　　　○新点精度：M = m√Q

　　　　　　　　　　Q：図形の良否　（Qは小さいほど図形の精度は良い）

　　　　　　　　　　m：単位重み精度（秒）

　　　　　　　　○選点の留意点

　　　　　　　　　　・既知点の数を多くし均等に配置する

　　　　　　　　　　・交点の数を多くし各路線が強く結ばれていること

　　　　　　　　　　・路線は短く、節点の数を少なくする

　　　　　　　　　　・路線長を均一にする

　　　　　　　　　　・短かい折線は避ける

　　２　…　当然、正しい。

　　３　…　チェック部品集《基準点測量24》より、

　　　　　　『なるべく多くの辺を採用』と『最長の路線』は、間違いである。

　　　　　　　　○点検路線

　　　　　　　　　　・路線長が短いこと

　　　　　　　　　　・既知点と既知点を結合すること

　　　　　　　　　　・全既知点が少なくとも１つの点検路線で結合されていること

　　　　　　　　　　・全単位多角形は少なくとも路線の１つが点検路線と重複すること

　　４　…　チェック部品集《基準点測量19》《基準点測量20》より、正しい。

　　　　　　　　○水平角の許容値

　　　　　　　　　　・倍角差：15"

　　　　　　　　　　・観測差：8"

　　　　　　　　○鉛直角の許容値

　　　　　　　　　　・高度定数の較差：10"

　　５　…　チェック部品集《基準点測量31》より、正しい。

　　　　　　　　○厳密水平網の誤差

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１級基準点測量　２級基準点測量

　　　　　　　　　　・一方向の偏差：　 　12"　　　　　  15"

　　　　　　　　　　・距離の偏差：　  　　8cm 　　　　　10cm

　　　　　　　　　　・単位重量のＭＥ：　 10" 　　　　　 12"

　　　　　　　　　　・新点位置のＭＥ： 　10cm 　　　　　10cm

 乱暴解  

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　なるべく多くの○○○

　　　　　　　　　　　　　　　（多ければ、又は、少なければ良いというものではない）

　　　　２．と５．は正しいのが、容易にわかるであろう。

　　　　「３」の『点検路線は、なるべく多くの辺を採用し最長の路線となるようにする。』

　　　　が、怪しい。

　問　Ｂ　
　ある地域の地殻変動を調査するため、点A、B間の距離をある期問をおいて2回測定し、

表2－1の結果を得た。距離測定は、同じ光波測距儀と反射鏡を用い、かつ、各点の器械高と反射鏡高を同じ高さにして行った。第一回測定から第二回測定の問に、点A、B問の距離がどのように変化したかを求めたい。気象の変化が距離測定に及ぼす影響を補正し、点A、B問の距離の変化を表現するものとして最も適当なものを次の中から選べ。

　ただし、気象の変化が距離測定に及ぼす影響の補正量dD(単位:km)は、式2-1で表されるものとし、dtは温度の差(単位:℃)、dpは気圧の差(単位:hPa)、deは水蒸気圧の差(単位:hPa)、Dは測定距離(単位:km)とする。また、式2-1以外の補正は考慮しなくてよい。

　　dD=(1.0dt-0.3dp+0.04de)×D×l0^(-6)　……　(式2-1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2－1


  補正前の

  測定距離
　　　　　気 象 測 定 値



 温度
　　気　圧
 水蒸気圧

第一回測定結果
 1,000.000 m
 15℃
 1,003.0 hPa
 10.0 hPa

第二回測定結果
 1,000.002 m
 13℃
 1,013.0 hPa
 10.0 hPa

１．2mm伸びた　 ２．3mm伸びた　 ３．2mm縮んだ　 ４．3mm縮んだ　 ５．5mm縮んだ

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No2B　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　本問の解答は、以下の手順で行う。

　　　　①第一回測定から第二回測定の問の気象影響の補正を行う

　　　　②気象影響の補正から、第二回測定の補正距離を求める

　　　　③第二回測定の補正距離と第一回測定の距離を比べる

　　①は、

　　　　温度の差dt=13-15=-2℃

　　　　気圧の差dp=1,013.0-1,003.0=10.0hPa

　　　　水蒸気圧の差de=10.0-10.0=0hPa

　　　　(式2-1)に代入すると

　　　　　　dD=(1.0dt-0.3dp+0.04de)×D×l0^(-6)　……　

　　　　　　　={1.0×(-2)-0.3×10.0}×1,000×l0^(-6)

　　　　　　　=-0.005m

　　よって②は、

　　　　第二回測定の補正距離=1,000.002-0.005=999.997m

　　よって③は、

　　　　測定距離の差=-0.003m

　　したがって、3mm縮んだ。

 乱暴解  

　　「伸びた」のか、「縮んだ」のか、がポイントである。

　　　　温度は下がった、気圧は上がった、水蒸気圧は同じ、(式2-1)より、

　　　　明らかに「マイナス」である。「縮んだ」のである。

　　《計算問題は単純計算から予測》　…　単純計算の結果から、正解を予測する

　　　　測定距離の差(1,000.000-1,000.002)より、

　　　　３．2mm縮んだ、という単純解はあり得ない。

　　よって、正解は「４」「５」に絞り込める。

　問　Ｃ　
　図2-1のように点A、Bを既知点とし、新点Cの座標を求めるため、角θを5回観測し、

表2-2の結果を得た。角θの観測値及び点A、C問の距離Sから点Cの座標を求めたとき、

点CのX座標値の標準偏差はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、S=2,000.000m、ρ"=2"×10^5とする。また、点A、Bの座標値及び距離Sの測定値には誤差がないものとし、点A、BのY座標値は等しいものとする。

１．2mm　　２．5mm　　３．8mm　　４．1Omm　　５．20mm
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　　　　　　　　表2－2

角θの観測値
 44°59′58″
 45°00′04″
 44°59′56″
 45°00′00″
 45°00′02″

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No2C　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　角観測の標準偏差と、ラジアン法の問題である。

　　次の手順で解けばよい。

　　　　①角θの観測値の標準偏差を求める

　　　　②角θの標準偏差に対する距離BCを求める

　　　　③距離に対するX座標値を計算する

　　①は、角θの観測値の最確値を求め、最確値の標準偏差を計算する

　　No
　 観 測 値
  v
　vv

　　1
 44°59′58″
 +2
  4

　　2
 45°00′04″
 -4
 16

　　3
 44°59′56″
 +4
 16

　　4
 45°00′00″
  0
  0

　　5
 45°00′02″
 -2
  4

平均・合計
 45°00′00″
  0″
 40″

　　　　チェック部品集《誤差02》より、

　　　　　　最確値の標準偏差

　　　　　　m0=±m√n=±√[vv]/n(n-1)=±√[40″]/5(5-1)=1.4″

　　②は、ラジアン法により距離BCを求める

　　　　《覚えておこう》　…　ラジアン法 ： 角度／ρ ＝ 距離／半径　より、

　　　　　1.4” / 2"×10^5 = 距離BC / 2,000m

　　　　　よって、距離BC = 1.4” × 2,000m / 2"×10^5 = 0.014m

　　③については、θ=45ﾟより、

　　　　X座標値 = 距離BC / √2 = 0.014m / 1.4 = 0.010m = 10mm

　　よって、正解は「４」である。

　問　Ｄ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する1級基準点測量において、

トータルステーション(以下「TS」という)による観測とGPS測量機(以下「GPS」という)

による観測について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．TSによる観測でもGPSによる観測でも、電磁波が大気中を伝搬する際に気象条件に

　　よって速度が変化する影響を受ける。

２．TSによる観測では、精度向上のため、観測時問を短くすることが望ましい。一方、

　　GPSによる観測では、観測時間が必要な時間より短いと解が定まらないことがある。

３．TSによる観測でもGPSによる観測でも、観測値(データ)はデータコレクタやメモリに

　　自動記録されるので観測者による手簿の記入が省略でき、誤記や記入漏れを減少させ

　　ることができる。

４．TSによる観測でもGPSによる観測でも、電子機器を使用するためバッテリ等の電源が

　　必要である。そのため、観測中、電源が安定に動作しているか気を配る必要がある。

５．TSによる観測では、器械高を計測する必要がある。一方、GPSによる観測では、

　　器械高を計測する必要がない。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No2D　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　チェック部品集《光波測距儀10》《ＧＰＳ05》より、正しい。

· 光波測距儀の気象補正

　　　　　　　　　　△D=(+1.0△t-0.4△P+0.053△e)*D*10^(-6)

　　　　　　　　　　　　　△t：ﾟC　、　△P：mmHg　、　△e：-（水蒸気圧）

　　　　　　　　○光波測距儀の気象補正前に

　　　　　　　　　　・気温が高くなると→測定距離が短くなる

　　　　　　　　　　・気圧が高くなると→測定距離が長くなる

　　　　　　　　○ＧＰＳの誤差

　　　　　　　　　・電磁層伝搬遅延誤差：周波数の２乗に比例し、２周波観測で補正

　　　　　　　　　・対流圏伝搬遅延誤差：標準大気モデル（気温、気圧、湿度）で補正

　　　　　　　　　・整数値バイアス：多重解からの基線解観測時間を確保する

　　　　　　　　　・アンテナ高計測誤差：同機種のアンテナを同方向に立てる

　　　　　　　　　・時計誤差：二重位相差を計算する

　　　　　　　　　・軌道情報誤差：精密軌道暦を用いる

　　　　　　　　　・サイクルスリップ

　　２　…　GPS観測では観測時間が重要な要素である。

　　　　　　チェック部品集《ＧＰＳ08》より、GPS観測方法、基準点測量の級別に、観

　　　　　　測時間、データ取得時間、衛星数が定められている。よって、正しい。

　　　　　　　　①スタティック法（静的）　…　1.2.3.4級基準点測量

　　　　　　　　　・精度:数百kmで数cm

　　　　　　　　　・アンテナと受信機を設置し、全点同時にGPS電波を受信記録する

　　　　　　　　②短縮スタティック法　　　…　3.4級基準点測量

　　　　　　　　③キネマテック法（動的）　…　4級基準点測量

　　　　　　　　　・既知点に１台の受信機を固定し、もう１台の受信機を複数の未知点

　　　　　　　　　　を順次移動し観測する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　測時間(分以上)  データ取得(秒以上)　衛星数

　　　　　　　　　　　①スタティック法　　　　60　　　　　 30　　　　　　 4

　　　　　　　　　　　②短縮スタティック法　　20　　　　　 15　　　　　　 5

　　　　　　　　　　　③キネマテック法　　　　 1　  　　　　5　　　　　　 5

　　３　…　チェック部品集《トータルステーション01》より、正しい。

　　　　　　　　○トータルステーションの利点

　　　　　　　　　　・角度と距離の測定が同時に可能

　　　　　　　　　　・観測データは自動記録され、手簿記入が省略できる

　　　　　　　　　　　（入力は器械高とミラー高のみ）

　　　　　　　　　　・転記ミスがなく、観測時間が短縮

　　　　　　　　　　・観測データの点検が自動で行える

　　　　　　　　　　・三次元座標が求まる

　　　　　　　　　　・一連の自動処理が可能である

　　４　…　当然、正しい。

　　５　…　GPS観測もTS観測と同様に、器械高を計測する必要がある。

　　　　　　間違いである。

 乱暴解  

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　○○○は必要であるが、×××は必要ない

　　　　３．と４．は正しいのが、容易にわかるであろう。

　　　　「５」の『TS観測では必要がある。GPS観測では必要がない。』が、怪しい。

［ＮＯ．３］

　問　Ａ　
　次の文は、水準測量について述べたものである。間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．縮尺補正量は、観測時の気温、基準温度における標尺定数、膨張係数及び水準点問の

　　高低差により求める。

ｂ．楕円補正量は、二つの水準点の平均緯度、緯度差及び高低差により求める。

ｃ．渡海水準測量で両岸から同時観測を行う目的は、球差のほかに気差による影響を除去

　　するためである。

ｄ．標尺がレベル側に傾いた場合、読定値は大きくなり、反対側に傾いた場合、読定値は

　　小さくなる。

ｅ．地盤沈下地域における水準測量では、基準日における変動量に統一するための補正計

　　算を行う。

１．ａ，ｄ　　２．ａ，ｅ　　３．ｂ，ｃ　　４．ｂ，ｄ　　５．ｃ，ｅ

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No3A　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　a.　…　チェック部品集《水準測量04》より、正しい。

　　　　　　　　○標尺補正

　　　　　　　　　・標尺目盛誤差は目盛線位置刻印誤差と温度変化による伸縮に起因し

　　　　　　　　　　変化する、これらの誤差を少なくする温度補正

　　　　　　　　　・１級、２級水準測量で行う

　　　　　　　　　・２級水準測量の標尺補正は、水準点の高低差70m以上に

　　　　　　　　　　　15ﾟCの標尺補正数を用いる

　　　　　　　　　・補正量：<A+a(t-t0)>*h

　　　　　　　　　　　　 A：尺定数、a：線膨張係数、t0：基準温度、h：観測比高

b. …　チェック部品集《水準測量05》より、1/2*(Ha+Hb)は、平均標高であり、

　　　　　　間違いである。

　　　　　　「高低差」→「平均標高」といった引っ掛け問題が、よく出題される。

· 楕円補正

　　　　　　　　　・水準面に対する比高をジオイド面からの標高におきかえる補正

　　　　　　　　　・１級、２級水準測量で行う

　　　　　　　　　・補正量(mm)＝-5.29*sin(ψa+ψb)*(ψb-ψa)/p"*1/2*(Ha+Hb)

　　　　　　　　　　　　　　　　(ψb-ψa)：A点→B点の場合

　　　　　　　　　・低緯度→高緯度：－補正

　　　　　　　　　・高緯度→低緯度：＋補正

　　c.　…　チェック部品集《水準測量06》より、正しい。

　　　　　　　　○渡河水準測量（不等距離観測）の誤差

　　　　　　　　　・視準線誤差、球差は消去できる

　　　　　　　　　・気差は対岸に水準儀を移動し観測することで、小くできる

　　　　　　　　　・正反観測を２台同時に行う

　　　　　　　　　・気象の安定した時期に観測する

· 両岸の観測点は、地形の類似した場所、水面から高い場所で行う

　　d.　…　標尺の傾きによる読定値は、傾きがレベル側でも、反対側でも、大きくなる。

　　　　　　間違いである。

　　e.　…　チェック部品集《水準測量12》より、正しい。

　　　　　　　　○変動補正計算

　　　　　　　　　・異なる観測高低差を統一基準日の観測高低差に引きなおす補正

　　　　　　　　　・変動速度を一定と仮定し観測値を基準日の値に引きなおす補正

 乱暴解  

　　「d」が間違いであることは、容易にわかるであろう。

　　 a、bのどちらが間違っているかについて、慎重なチェック、見極めを行う。

　問　Ｂ　
次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する水準測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．1級水準測量において許容される最大視準距離は、2級水準測量において許容される

　　最大視準距離より長い。

２．自動レベル及び電子レベルにおいては、観測着手前に円形水準器及び視準線の点検調

　　整並びにコンペンセータの点検を行い、1～2級水準測量では、10日ごとを標準として、

　　観測期間中にも同様の点検調整を行う。

３．1～4級水準測量の観測において、水準点及び固定点によって区分された区間の往復観

　　測値の較差が、所定の許容範囲を超過した場合は、再測しなければならない。

４．1～4級水準測量において、1日の観測は水準点に取り付けて終了することを原則と

　　する。やむを得ず固定点で観測を終了する場合、固定点の異状の有無を点検できる方

　　法を講じて終了する。

５．2級水準測量における標尺補正は、水準点問の高低差によっては省略することが

　　できる。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No3B　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　本文を読み替えれば、

　　　　　　『1級水準測量では、2級水準測量より長い距離の視準が、許さている』

　　　　　　　　視準距離が長くなると、視準誤差、気象誤差が発生するため、

　　　　　　　　当然、間違いである。

　　　　　　参考までに、チェック部品集《水準測量07》より、

　　　　　　　　○視準距離、標尺読定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視準距離　　  読定

　　　　　　　　　　１級水準測量： 　　　　50m　　　 0.1mm

　　　　　　　　　　２級水準測量： 　　　　60m　　　　 1mm

　　　　　　　　　　３級、４級水準測量： 　70m　 　　　1mm

　　　　　　　　　　簡易水準測量： 　　　　80m 　　　　1mm

　　２　…　チェック部品集《レベル01》より、正しい。

　　　　　　　　○レベルの機能点検

　　　　　　　　　・水準器感度：40"/2mm以上を使用

　　　　　　　　　・気泡管レベル：円形水準器、主水準器軸と視準線の平行を点検する

· 自動レベル、電子レベル、円形水準器、視準線の点検、

　　　　　　　　　　コンペンセータの点検

　　　　　　　　　・標尺付属水準器の点検

　　　　　　　　　・鉛直軸回転はマイクロメータのフラツキがなく円滑であること

　　　　　　　　　・気泡管調整機構が正常で、気泡移動が滑かなこと

　　　　　　　　　・望遠鏡の視度調整機構が円滑であること

　　　　　　　　　・十字線調整ネジに摩耗がないこと

　　　　　　　　　・整準ネジの回転が円滑であること

　　３　…　本文の『所定の許容範囲を超過した場合は、再測しなければならない』は、

　　　　　　当然、正しい。

　　４　…　本文通り、正しい。

　　５　…　チェック部品集《水準測量04》の『１級、２級水準測量で行う』、

　　　　　　『２級水準測量の標尺補正は、水準点の高低差70m以上に15ﾟCの標尺補正数

　　　　　　　を用いる』より、正しい。

　　　　　　　　○標尺補正

　　　　　　　　　・標尺目盛誤差は目盛線位置刻印誤差と温度変化による伸縮に起因し

　　　　　　　　　　変化する、これらの誤差を少なくする温度補正

　　　　　　　　　・１級、２級水準測量で行う

　　　　　　　　　・２級水準測量の標尺補正は、水準点の高低差70m以上に

　　　　　　　　　　　15ﾟCの標尺補正数を用いる

　問　Ｃ　
図3－1に示す水準測量を行い(矢印は観測方向)、表3－1に示す結果を得た。式3－1は、

平均計算を行うために行列を用いて表した各水準路線の観測方程式である。

　ア　 ～ 　エ　 に入る数値の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選べ。

ただし、既知点Aの標高は30.000mとする。また、式3-1のV1～V5は路線(1)～(5)の観測

高低差の補正値(補正値=最確値－観測値)とし、Hb、Hc、Hdは未知点B、C、Dの標高の最確

値とする。

　　　　　　　表3－1
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路線
　距離
観測高低差

 (1)
 10.0km
　-18.563m

 (2)
 10.0km
　+15.224m 

 (3)
 10.0km
　+ 3.335m 

 (4)
 10.0km
　+20.172m 

 (5)
 10.0km
　+23.505m 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3―1
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……式3―1

解答
　　 ア
　　イ
　　ウ

 １
 -1  1  0
 0  1  0
 -11.437

 ２
 -1  0  0
 0  1  0
  12.437

 ３
 -1  1  0
 0 -1  0
  11.437

 ４
 -1  1  0
 0  1  0
  11.437

 ５
 -1  0  0
 0 -1  0
 -12.437

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No3C　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　各路線の距離は等しいので、重量は、すべて1である。

　　　　Ha　　　　　　　　  ：　既知点Aの標高

　　　　Hb、Hc、Hd　　　 　 ：　点B、C、Dの標高

　　　　h1、h2、h3、h4、h5　：　観測高低差

　　　　V　　　　　　　　　 ：　残差

　　とすると、観測方程式は次の通りである。

 V1+h1=Hb-Ha

 V2+h2=Hc-Hb

 V3+h3=Ha-Hc

 V4+h4=Hc-Hd

 V5+h5=Ha-Hd
 V1= Hb           - (Ha+h1)

 V2=-Hb + Hc　  　 - h2

 V3=    - Hc      - (h3+Ha)

 V4=      Hc - Hd -  h4

 V6=         - Hd - (h5+Ha)

　　よって、行列は、次の通りとなり、正解は「３」である。

 Ｖ1

 Ｖ2

 Ｖ3

 Ｖ4

 Ｖ5
＝
　1　　0　　0

 -1   1    0　
  0  -1    0　

　0　　1　 -1
　0　　0　 -1

Hb

Hc

Hd
―
　11.437 
  15.224

 -26.665

  20.172

 - 6.495


 乱暴解  

　　行列式は苦手な方が多いと思われるが、客観的に見れば、行列式は簡単な決まりごと

　　である。５択をじっくりと眺めてみよう。

　　式3-1の各列を①②③④とした場合、次のことが見えてくるはずである。

　　　　　　　　　　①　②　　③　　　　　　　　④

 Ｖ1

 Ｖ2

 Ｖ3

 Ｖ4

 Ｖ5
＝
 1　　0　　0

 　　ア　　
 　　イ　　

 0　　1　 -1
 0　　0　 -1

Hb

Hc

Hd
―
 　 ウ 　
  15.224

 -26.665

  20.172

 - 6.495
……式3―1

　　　　○ 「ア」の①列は、すべて－１、③列は、すべて０である。

　　　　○ 「イ」の①列は、すべて０、③列は、すべて０である。

　　　　○ ①の列は、「ア」を－１、「イ」を０とすると、①の列の合計は０になる。

　　　　○ ③の列は、「ア」を０、「イ」を０とすると、③の列の合計は０になる。

　　　　○ ④の列は、既知点Aの標高から計算した点B、C、Dの標高である。

　　まず、④の列に注目すると、既知点Aに直接つながる路線は(1)(3)(5)である。

　　点Cの標高は、路線(3)より、3.335m-30.000m=-26.665m、④列のV3の数字である。

　　点Dの標高は、路線(5)より、23.505m-30.000m=-6.495m、④列のV5の数字である。

　　以上より、「ウ」は、点Bの標高を路線(1)より求めればよい。

　　　　30.000m-18.563m=11.437m

　　よって、正解は、「３」「４」に絞り込める。

　問　Ｄ　
　ある地域の地殻変動を調査するため、水準点Aから水準点Dまで水準測量を繰り返し実施し、表3-2の結果を得た。

　次の文は、この水準測量によりとらえた水準点の変動にっいて述べたものである。

 　ア　 ～ 　オ　 に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選べ。

　ただし、水準点Aを地殻変動のない不動点と仮定する。

　水準点B、C、D共に5月19日の観測から6月8日の観測まで、同傾向の変動を示していた。6月28日の観測の結果、水準点Bは 　ア　 に転じているのがわかったが、水準点C、Dは 　イ　 が進んだ。更に水準点C、Dの変動量を考察すると、水準点Cについては、5月19日の観測から6月8日の観測までの変動量に比べ、6月8日の観測から6月28日の観測までの変動量は 　ウ　 しているが、水準点Dについては 　エ　 している。また、5月19日の観測から6月28日の観測までの間で、最も変動量の大きいのは 　オ　 である。

　　　　　　　　　　　　表3―2

 区間
5月19日の

観測高低差
6月8日の

観測高低差
6月28日の

観測高低差

 A→B
 -1.3634m
 -1.3530m
 -1.3738m

 B→C
 +2.6302m
 +2.6646m
 +2.7142m

 C→D
 +1.8042m
 +1.7662m
 +1.7488m

　　　 ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　　オ

１．　沈降　　隆起　　減少　　増加　　水準点B

２．　隆起　　沈降　　増加　　減少　　水準点B

３．　沈降　　隆起　　減少　　増加　　水準点C

４．　隆起　　沈降　　減少　　増加　　水準点C

５．　沈降　　隆起　　増加　　減少　　水準点D

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No3D　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　このような問題は、一度読んだだけでは設問の意味を理解することは難しい。

　　落ち着いて、じっくりと読むしかない。

　　設問の内容がわかれば、決して難しい問題ではない。

　　設問が理解できれば、図示、表示をしてみることである。

　　不動点Aの標高を仮に10.0000mとした場合、表3―2は次のように書き換えられる。

　　　　　　　　　　　5月19日　　　　　　6月8日　　　　　　6月28日　　5月19日～6月8日　　6月8日～6月28日

　　　　　　　　　　 の仮標高　　　   の仮標高　　　　 　の仮標高　　 　　 の変動量　 　　 　 の変動量

　　A　　　　　　　　10.0000m　　　　　10.0000m　　　 　　10.0000m

　　↓　　-1.3634m　　　　　　-1.3530m　　　　　 -1.3738m

　　B　　　　　　　　 8.6366m　　　　　 8.6470m　　　　　　8.6262m　　　　+0.0104m　　　　　 -0.0208m

　　↓　　+2.6302m　　　　　　+2.6646m　　　　　 +2.7142m

　　C　　　　　　　　11.2668m　　　　　11.3116m　　　　　 11.3404m　　　　+0.0448m　　　　　 +0.0288m

　　↓　　+1.8042m　　　　　　+1.7662m　　　　　 +1.7488m

　　D　　　　　　　　13.0710m　　　　　13.0778m　　　　　 13.0892m　　　　+0.0068m　　　　　 +0.0114m

　　よって、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　問題をじっくり読めば、「ア」「イ」については、容易にわかるはずである。

　　　　　　　　6月8日の観測高低差　　　　　　　　　　6月28日の観測高低差

　　ア　点B　　　　 -1.3530m　　　　　→（沈降）→ 　　　　-1.3738m

　　イ　点C　　　　 +2.6646m　　　　　　　　　　　　　　　 +2.7142m

　　　　　　　　　　+1.7662m　　　　　　　　　　　　　　　 +1.7488m

　　　　　　　　　　=4.4308m　　　　　→（隆起）→ 　　　　=4.4630m

　　よって、正解は「１」「３」「５」に絞り込める。

［ＮＯ．４］

　問　Ａ　
次の文は、平板測量について述べたものである。正しいものはどれか。次の中から選べ。

１．平板の標定に致心誤差がある場合、図上における視準点の水平位置の誤差は、

　　平板から視準点までの距離に比例する。

２．平板の標定に整置(整準)誤差がある場合、図上における視準点の水平位置の誤差は、

　　平板から視準点までの距離とは無関係である。

３．アリダードの視準誤差により生じる、図上における視準点の水平位置の誤差は、

　　平板から視準点までの距離とは無関係である。

４．アリダードに外心誤差がある場合、図上における視準点の水平位置の誤差は、

　　平板から視準点までの距離に比例する。

５．平板の標定に定位誤差がある場合、図上における視準点の水平位置の誤差は、

　　平板から視準点までの距離に比例する。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No4A　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《地形測量07》《地形測量08》より、「５」が正しい。

　　　　○距離に影響する誤差

　　　　　・視準孔誤差、視準糸誤差

　　　　　・平板定位の不良

　　　　　・前視準板の左右傾き

　　　　○高さに影響する誤差

　　　　　・基準線が水準器軸に平行でない

　　　　　・視準板の目盛不良

　　　　　・前視準板の前後の傾き

　　　　　・平板の整置不良

　問　Ｂ　
　アリダードによる問接法で既知点Aから求点Bの高さを求めるため、平板を既知点Aに標定し求点Bに立てた目標板を視準したところ、分画読定値は+20.0分画であった。また、巻尺で点A、B間の距離を測定したところ水平距離で70.0mであった。分画の読定に伴う最大誤差を0.1分画、距離測定の最大誤差を10cmとするとき、求点Bの高さの最大誤差はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、既知点Aにおける器械高と求点Bの目標板の高さは等しく、その他の誤差はないものとする。

１．2cm　　２．5cm　　３．7cm　　４．9cm　　５．11cm

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No4B　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 乱暴解  

　　測定に誤差がなかった場合、点A、B間の比高は、図より、

　　 ｜+20.0分画
　　 h = 70 × 20/100 = 14m である。

h

　　　　　　100　　　　　　　　70m

　　また、求点Bの高さに最大の誤差が生じるのは、分画読定、距離測定ともに、

　　「プラス方向」又は「マイナス方向」に測定した場合である。

　　仮に、プラス方向に測定したとして、分画読定値+20.1、距離測定70.1mとすると、

　　 ｜+20.1分画
　　 h = 70.1 × 20.1/100 = 14.09m

　　　　　　　　　　　　　　　である。

h

　　　　　　100　　　　　　　70．1m

　　よって、最大誤差は、9cm 生じることとなる。

　　正解は、「４」である。

　問　Ｃ　
　次の文は、トータルステーション(以下「TS」という)を用いた細部測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中ら選べ。

１．TSを用いた細部測量では、使用するTSの性能によって測定距離の制限はあるが、

　　従来の平板測量に比べると長い距離の測定が可能である。

２．TSを用いた細部測量で地形・地物の位置の測定を行う場合は、

　　主として後方交会法を用いる。

３．TSを用いた細部測量で基準点にTSを整置して、地形・地物の位置の測定を行うことが

　　困難な場合は、TS点(TSを用いて水平位置及び標高を求めた点)を設置することができ

　　る。

４．TSを用いた細部測量で測定した地形・地物の位置を表す数値データには、

　　原則として、その属性を表わすための分類コードを付与する。

５．TSを用いた細部測量で測定した地形・地物の位置は、数値データで表されるため、

　　任意の縮尺でコンピュータのディスプレイ上に表示することができる。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No4C　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　当然、正しい。

　　２　…　「TSによる地形、地物等の水平位置及ぴ標高の測定は、放射法、支距法、

　　　　　　　前方交会法等による。」より、間違いである。

　　３　…　「地形、地物等の状況により、基準点にTSを整置して細部測量を行うことが

　　　　　　　困難な場合は、TS点を設置することができる」より、正しい。

　　４　…　正しい。

　　５　…　当然、正しい。

 乱暴解  

　　「１」「５」は正しいのが、容易にわかるであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　短い文章、簡潔な文章が怪しい

　　　　「３」は、TS点の設置について、「詳述」している。

　　　　「４」は、「原則として」で、分類コードの付与を正当化している。

　　　　一番簡潔な文章の「２」が、怪しい。

　問　Ｄ　
　次の文は、リアルタイムキネマティックGPS(以下「RTK-GPS」という)による地形測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．RTK-GPSによる地形測量では、基準点(固定点)と観測点(移動点)において両点間の

　　視通があれば、上空視界の確保は必要ない。

２．RTK-GPSによる地形測量では、基準点(固定点)と観測点(移動点)の問で、

　　観測データを転送するための通信装置が必要である。

３．RTK-GPSによる地形測量では、電波障害の影響が大きい場所においての観測は

　　困難である。

４．RTK-GPSによる地形測量では、観測点(移動点)の位置を即時に決定するので、

　　現地において携帯型のパーソナルコンピュータ上に測定緒果を表示し、

　　確認することができる。

５．RTK-GPSによる地形測量で標高を求めるには、RTK-GPSで求められた楕円体高に対して、

　　ジオイド高を補正し、ジオイド面からの高さに変換する必要がある。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No4D　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　RTK-GPSであっても、一般的なGPS測量と同様である。

　　　　　　GPS測量では、観測点間の視通は必要としないが、上空の視界は確保する

　　　　　　必要がある。よって、間違いである。

　　２　…　正しい。

　　３　…　正しい。

　　４　…　正しい。

　　５　…　GPS測量では、楕円体高の差が求まる。この楕円体高は標高とは異なるため、

　　　　　　ジオイド高を補正する必要がある。よって、正しい。

［ＮＯ．５］

　問　Ａ　
　画面距離15cm、画面の大きさ23cm×23cmの航空カメラを用いて、飛行高度3,300mで垂直空中写真の撮影を行うことを計画した。この空中写真を使用して、地形図を作成するための図化を行いたい。図化の範囲を東西20km、南北12kmの平たんな長方形の区域とした場合、少なくとも何モデルが必要か。次の中から選べ。

　ただし、撮影コースは東西方向とし、オーバーラップは60%、サイドラップは30%、撮影基準面の標高は300mとする。

１． 36 モデル

２． 40 モデル

３． 44 モデル

４． 49 モデル

５． 54 モデル

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No5A　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　本問は、次の手順で解けばよい。

　　　　① 撮影基準面での縮尺を求める。

　　　　② オーバーラップによる１コースのモデル数を求める。

　　　　③ サイドラップによるコース数を求める。

　　また、チェック部品集《写真測量01》《写真測量02》《写真測量03》より、

　　　　○縮尺：f / H = l / L

　　　　○標高hの縮尺：f / (H0-h)

　　　　○オーバーラップ P(60%)：(a-b)/a×100　　　H×(100-OL) = H'×(100-OL')

　　　　○サイドラップ q(30%)  ：(a-c)/a×100　　　H×(100-SL) = H'×(100-SL')

　　　　○主点基線長：b = a × (1-P/100)

　　　　○撮影間隔  ：B = a × mb × (1-P/100)

　　　　○コース間隔：C = a × mb × (1-q/100)

　　①については、

　　　　標高hの縮尺 = f/(H0-h) = 0.15 / (3,300-300) = 1/20,000

　　②については、

　　　　地上距離 = a × 20,000 = 0.23 × 20,000 = 4,600m

　　　　主点基線長 = a × (1 - P/100) = 4,600 × ( 1 – 60/100 ) = 1,840m

　　　　よって、東西方向に対する１コースのモデル数は、

　　　　　　　　20km / 1.84km = 10.9 ≒ 11モデル

　　③については、

　　　　コース間隔 = a × (1 - q/100) = 4,600 × ( 1 – 30/100) = 3,220m

　　　　よって、南北方向に対するコース数は、

　　　　　　　　12km / 3.22km = 3.7 ≒ 4コース

　　従って、必要モデル数は、11 × 4 = 44枚 となり、正解は「３」である。

 乱暴解  

　　○ 前述したように、撮影基準面での縮尺は、1/20,000である。

　　○ オーバーラップ60%ということは、実質40%が使用できるということである。

　　　　よって、東西方向に対する１枚での実質使用できる地上距離は、

　　　　画面距離×実質使用率×縮尺倍 = 0.23 × 0.40 × 20,000 = 1,840m = 1.84km

　　○ サイドラップ30%ということは、実質70%が使用できるということである。

　　　　よって、南北方向に対する１枚での実質使用できる地上距離は、

　　　　画面距離×実質使用率×縮尺倍 = 0.23 × 0.70 × 20,000 = 3,220m = 3.22km

　　○ 従って、実質使用率で考えた１枚の撮影での地上距離は、

　　　　　　　　1.84km × 3.22km = 5.925km2

　　　 よって、図化範囲での撮影枚数は、

　　　　　　　　20km × 12km ／ 5.925km2 = 40.5枚

　　従って、41枚以上必要であるため、44モデルとなる。

　問　Ｂ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する空中三角測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選ぺ。

１．タイポイントの数は、ブロック調整においては3モデルに1点を標準とし、ほぼ等間隔

　　に配置する。

２．タイポイントはパスポイントで兼ねることができる。

３．密着ポジフイルム上へのパスポイント及びタイポイントの点刻は、実体視をしながら

　　行う。

４．ブロック調整においては、タイポイントがコース方向に一直線上に並ばないように配

　　置する。

５．独立モデル法及びバンドル法によるブロック調整においては、水平位置の基準点又は

　　標定点をブロックの四隅に必ず配置する。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No5B　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《写真測量18》より、

　　　　○パスポイント

　　　　　　・平坦な場所に配置

　　　　　　・３枚の連続写真上に配置

　　　　　　・主点付近に１点、主点基線に直角で等距離の位置に２点配置

　　　　○タイポイント

　　　　　　・隣接コースに重複して配置

　　　　　　・１直線上に配置しない

　　　　　　・パスポイントと兼用してよい

· 解析機のコンパレタを使用した密着ポジの点刻は実体視しながら行う

　　　　　　　（パスポイント、タイポイント共に）

　　１　…　「隣接コースに重複して配置」より、「ほぼ等間隔に配置」は間違いである。

　　２　…　正しい。

　　３　…　正しい。

　　４　…　正しい。

　　５　…　チェック部品集《写真測量15》より、正しい。
　　　　　　　○標定点の配置

　　　　　　　　　・ブロックの各隅、またはその周辺

　　　　　　　　　・ブロック内に均一に配置する

　　　　　　　　　・標高標定点はコースに数路線を直交して配置する

　問　Ｃ　
　次の文は、アナログ図化機を用いて図化作業を行う場合の標定について述べたものである。 　ア　 ～ 　オ　 に入る語句の組合せのうち、正しいものはどれか。次の中から選べ。

内部標定(定位)では、空中写真の 　ア　 を図化機の投射器の 　ア　 に一致させること及び 　イ　 を正しく設定することを行う。外部標定(定位)は、相互標定と絶対(対地)標定からなる。相互標定は、左右両投射器の相互の傾きと位置を撮影時のカメラの状態に相対的に等しくすることで、標定要素である各投射器の 　ウ　 の回転要素と

 　エ　 の平行移動要素のうち、図化機に備わっている適切な要素を用いて行う。また、絶対(対地)標定は、相互標定によってできたモデルの位置、 　オ　 、方位及び傾きを規整する。

　　　　ア　　　　　イ　　　　　　ウ　　　　　　エ　　　　　オ

１．　主　点　　主点基線長　　by, bz　　　　κ, φ, ω　　縮　尺

２．　主　点　　画面距離　　　κ, φ, ω　　by, bz　　　　縮　尺

３．　標高点　　主点基線長　　by, bz　　　　κ, φ, ω　　精　度

４．　主　点　　画面距離　　　κ, φ, ω　　by, bz　　　　精　度

５．　標高点　　画面距離　　　by, bz　　　　κ, φ, ω　　縮　尺

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No5C　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　ア　…　図化機の操作説明文であるため、当然、「主点」である。

　　イ　…　図化機の操作説明文であるため、当然、「画面距離」である。

　　ウ　…　回転要素は、「κ, φ, ω」である。

　　エ　…　平行移動要素は、「by, bz」である。

　　オ　…　精度は規整できない、当然、「縮尺」である。

 乱暴解  

　　図化機の操作説明文であることに注目すれば、

　　「ア」「イ」「オ」は、容易に解るであろう。

　　正解は、「２」に限定される。

　　出題者の本意は、「回転要素」「平行移動要素」の理解度を問いたかったのであろう

　　が、それが解らなくても、容易な「ア」「イ」「オ」から、解ける問題である。

　　この本意が読み取れれば、合格間違いなしです。

　　「回転要素は、κ, φ, ω」「平行移動要素は、by, bz」は、覚えておこう。

　問　Ｄ　
　近年、航空機に航空カメラとGPS測量機を各1台搭載し、それらを連動させて空中写真の撮影を行うシステムが実用化されてきている。次の文は、そのシステムを利用して垂直空中写真の撮影を行う場合の特長について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。

１．GPSと連動したシステムでは、航空機の位置を正確に確認できるので、

　　撮影計画コースからのずれによる再撮影を防ぐことが容易である。

２．GPSと連動したシステムでは、計画された撮影間隔で自動的に撮影が行えるので

　　オーバーラップをほぼ計画通りに確保することができる。

３．GPSと連動したシステムでは、空中写真の単写真撮影において、

　　指定されたカメラ位置での撮影が容易である。

４．GPSと連動したシステムでは、空中写真の撮影と同時にカメラの位置と傾きを

　　求めることができる。

５．GPSと連動したシステムでは、撮影時のカメラ位置が記録されるので、

　　これを用いると空中写真標定図を作成することができる。

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No5D　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　１　…　正しい。

　　２　…　正しい。

　　３　…　正しい。

　　４　…　GPS測量では、航空カメラ（撮影点）の３次元座標が求まる。

　　　　　　平面的な位置（X、Y）と高さ（Z）である。

　　　　　　カメラの傾きは求めることが出来ない。

　　　　　　間違いである。

　　５　…　正しい。

 乱暴解  

　　「１」「２」「３」については、正しいのが容易に解るであろう。

　　《間違い探しの怪しい文章表現》　…　相反する文章、重複説明

　　　　「４のカメラ位置が求まる」と「５のカメラ位置が記録される」は、

　　　　　説明が重複している。「４のカメラ位置が求まる」が、怪しい。

［ＮＯ．６］

　問　Ａ　
　次の文は、ユニバーサル横メルカトル座標系(UTM座標系)と平面直角座標系(昭和43年建設省告示第3059号)について述べたものである。 　ア　 ～ 　オ　 の中に語句を入れて正しい文にしたい。正しい語句の組合せはどれか。次の中から選べ。

　ガウス・クリューゲル図法は、 　ア　 の一種で、回転楕円体面を平面に直接投影する。この図法は、中央子午線上で長さは正しくなるが、これを離れるにつれて長さのひずみが大きくなる。

　このため、ガウス・クリューゲル図法を用いるユニバーサル横メルカトル座標系(UTM座標系)では、地球全体を 　イ　 ごとの経度帯に分けている。さらに、縮尺係数が各中央子午線上で 　ウ　 、中央子午線から東西方向に約180km離れたところで 　エ　 となるよう投影を行う。

一方、同じくガウス・クリューゲル図法を用いる平面直角座標系は、全国を19の区域に分けている。さらに、縮尺係数が各中央子午線上で09999、中央子午線から東西方向に

約90km離れたところで 　エ　 となるよう投影を行う。

　このように、投影範囲を狭くしたり、中央子午線上の縮尺係数の値を小さくしたりして、全体として長さのひずみが 　オ　 なるようにしている。

　　　　　ア　　　　　 イ　　　　 ウ　　　　　エ　　　　　オ

１．　正角円筒図法　　 6度　　　0.9996　　　1.0000　　　小さく

２．　正角円錐図法　　 6度　　　0.9996　　　3.0000　　　大きく

３．　正角円錐図法　　12度　　　0.9999　　　2.0000　　　大きく

４．　正角円筒図法　　 3度　　　0.9999　　　2.0000　　　大きく

５．　正角円錐図法　　 6度　　　0.9996　　　1.0000　　　小さく

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No6A　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　ア　…　ガウス・クリューゲル図法は、「正角円筒図法」の一種である。

　　チェック部品集《地図編集05》より、

　　　　○ＵＴＭ座標系

　　　　　・ユニバーサル横メルカトール図法：1/25,000の地形図、1/50,000の地形図

　　　　　・南北適用範囲：S80ﾟ～N80ﾟ

　　　　　・１図葉区画形：不等辺四辺形

　　　　　・投影範囲：経度を6ﾟの帯に投影

　　　　　・原点：129ﾟ、135ﾟ、141ﾟ、147ﾟ

　　　　　・座標原点：各ゾーンの中央経線と赤道との交点

　　　　　　　　　　　縦軸方向N、横縦軸方向E

　　　　　　　　　　　北半球：N=0m、E=500km　　南半球：N=10,000km、E=500km

　　　　　・図隔線表示：経度、緯度

　　　　　・高さ表示：平均海面

　　　　　・縮尺係数：原点は0.9996、1.000は原点から横180km

　　　　　・区画実面積（１図葉の）＝（経度差）×（緯度差）

　　　　　　　　1/25,000：7'30"*5'＝約100km2

　　　　　　　　1/50,000：15'*10'＝ 約400km2

　　　　　・等高線間隔　　1/25,000：10m　　1/50,000：20m

　　　　　・中央経線に対称

　　　　　・裂目なくつぎ合せ可能

　　　　　・方位角＝方向角－真北方向角　（東は－、西は＋）

　　イ　…　「６度」である。

　　ウ　…　「0.9996」である。

　　エ　…　「1.0000」である。

　　オ　…　当然、ひずみは「小さく」する必要がある。

 乱暴解  

　　「オ」は、当然、「小さく」である。

　　正解は、「１」「５」に絞り込める。

　　「イ」「ウ」「エ」は同様であるから、「ア」の選択になる。

　問　Ｂ　
　次の文は、地図編集における編集技法について述べたものである。

 　ア　 ～ 　オ　 に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選ぺ。

　地図編集による地図作成手法では、ある縮尺の地図を基図として、基図より 　ア　 い縮尺の地図を作成する。地図の縮尺が 　ア　 くなるにつれ、地物や地形を真形及び真位置に表示すると錯雑して読図しにくくなるため、利用者が地図の内容を肉眼で判読できるような大きさの記号が必要となる。この結果地物は実際より 　イ　 く表現されるため、これらの地物が近接している場合は、それぞれの真位置に描画できなくなり、優先順位を考慮しながら必要最小限の移動を行い描画することになる。

　一般に、無形線( 　ウ　 など)と有形線( 　エ　 など) とが近接する場合は、無形線を 　オ　 する。また、人工物(道路など)と自然物(河川など)とが近接する場合は、人工物を 　オ　 する。

　　　 ア　　　イ　　　 ウ　　　　エ　　　 オ

１．　小さ　　小さ　　植生界　　行政界　　転位

２．　大き　　大き　　行政界　　鉄　道　　総描

３．　小さ　　大き　　行政界　　鉄　道　　転位

４．　大き　　小さ　　植生界　　行政界　　転位

５．　小さ　　大き　　植生界　　鉄　道　　総描

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No6B　　正解　３　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　ア　…　地図編集は、当然、大きい縮尺の基図から、

　　　　　　「小さい」縮尺の地図を作成しなければならない。

　　イ　…　小さい縮尺の地図では、記号は、当然、「大きく」なる。

　　ウ　…　無形線とは、形のない物の線である。「行政界」である。

　　エ　…　有形線とは、形のある物の線である。「鉄道」である。

　　オ　…　チェック部品集《地図編集09》より、「転位」である。

　　　　　　　○転　位

　　　　　　　　・水準点、標高点は転位してよい

　　　　　　　　・三角点は転位しない

　　　　　　　　・両方を少しづつ転位する

　　　　　　　　・１方を真位置に転位しない

　　　　　　　　・無形線は転位してよい

　　　　　　　　・有形線は転位しない

　　　　　　　　・人工物は転位してよい

　　　　　　　　・自然物は転位しない

　　　　　　　　・図上1.2mmまで転位してよい

 乱暴解  

　　「ウ」「エ」は、容易に解るであろう。

　　正解は、「２」「３」に絞り込めるが、

　　「オの転位」が解れば、「３」に限定される。

　問　Ｃ　
　図6-1は、国土地理院発行のl/25,000地形図の一部(原寸大、一部を改変)でる。鰻池の面積はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

なお、図6-1の地図の図郭線上には、4㎜間隔の目盛を付してある。

１．1.0k㎡　　２．1.2k㎡　　３．1.4k㎡　　４．1.6k㎡　　５．1.8k㎡

[image: image5.png]



　　　　　　　　　　　　　　　　　図6-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No6C　　正解　２　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　本問は、次の手順で解けばよい。

　　　　① 池の水際線を引く。

　　　　② 4mmの格子を引き、格子数を数える。

　　　　③ 格子面積に格子数を掛けて、池の面積をを求める。

　　①の水際線は、等深線0mとして引くこと。

　　②の格子数は、約118個になる。

　　③は、

　　　　格子一辺 = 4mm × 25,000 = 100,000mm = 0.1km

　　　　１個の格子面積 = 0.1km × 0.1km = 0.01km2

　　　　池の面積 = 118個 × 0.01km2 = 1.18km2

　　よって、正解は、「２」の 1.2km2 である。

　問　Ｄ　
　図6-2のように、ある地形図を格子状に区切り、各交点(格子点)の標高値を記録したDEM(数値標高モデル)がある。いま、格子のそれぞれのマス目について、左上角の格子点の標高値と右下角の格子点の標高値とを比較し、右下の方が高ければ高いほど明るく、低ければ低いほど暗くなるよう、標高差に応じて濃さの異なる灰色を用いて各マスの内部を塗りつぶした画像を作成した。こうして作成された画像はどのような図になるか。次の中から選べ。

１．陰影図　　２．段彩図　　３．断面図　　４．鳥かん図　　５．等高線図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6-2

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No6D　　正解　１　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　チェック部品集《地図編集17》より、「１」である。

　　　　○陰影図　：地形(起伏)に光を照射して生じる陰影(明暗)を用いて、

　　　　　　　　　　立体感を表現した図

　　　　　　　　　　（北方向から照射した図が多い）

　　　　　　　　　　（特定の方向の標高差によって輝度を変える）

　　　　○段彩図　：連続する等値線間の区域をいくつかの段階区分し、

　　　　　　　　　　各段階ごとに異なった色または同色の濃淡で表現した図

　　　　　　　　　　（標高値を区分して区分ごとに色を変える）

　　　　○断面図　：地形等を一定の方向と角度で切断して、

　　　　　　　　　　その切り□の形状や構成(地質など)を示した図

　　　　　　　　　　（断面に沿って標高値をプロットして線で結ぶ）

　　　　○鳥かん図：高い視点から地表を斜めに俯かんした透視図

　　　　　　　　　　（標高値により描画位置を移す）

　　　　○等高線図：平均海面から高さの等しい、点を結んだ線を平面に示した図

　　　　　　　　　　（標高値を区分し境界線を作成）

 乱暴解  

　　「３」「４」「５」は、間違いであるのが容易に解るであろう。

　　「１」「２」に、絞り込める。

［ＮＯ．７］

　問　Ａ　
　市街地の交通量を緩和するため、図7-1のように現在使用している道路(以下「現道路」という)を改修して、新しい道路(以下「新道路」という)を建設することになった。

　新道路は、基本型クロソイド(対称型)ABからなり、主接線は、現道路の中心線と一致し、交点IPは現道路交差点の中心にある。円曲線半径R=240m、交角I=90°、クロソイドパラメータA=120m、円曲線部の中心角α=75.6762°とするとき、新道路ABの路線長はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。ただし、π=3.14とする。

[image: image7.png]3§

» 4

A




１．　 60m

２．　120m

３．　318m

４．　377m

５．　437m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7-1

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No7A　　正解　５　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　本問は、次の手順で解けばよい。

　　　　① クロソイドの曲線長を求める。

　　　　② 単曲線の曲線長を求める。

　　　　③ クロソイド曲線長と単曲線長の合計を求める。

　　①のクロソイドの曲線長は、チェック部品集《応用測量09》より、

　　　　○クロソイドの公式　　パラメータ：RL=A^2　から、

　　　　　　L = A^2 / R = 120^2 / 240 = 60m

　　②の単曲線長は、

　　　《覚えておこう》　…　ラジアン法 ： 曲線長／円周 ＝ 角度／360ﾟ より、

　　　　　曲線長 = 円周 × 角度／360ﾟ = 2πR × α／360ﾟ = πR × α／180ﾟ

　　　　　よって、Lc = πR × α／180ﾟ 

　　　　　　　　　　 = 3.14 × 240 × 75.6762ﾟ / 180ﾟ = 316.8m

　　③は、チェック部品集《応用測量11》より、

　　　　○基本型クロソイドの対称型

　　　　　・与えられる値：θ、R、A

　　　　　・表より読みとる値：τ、△R、Xm、L

　　　　　・計算により求める：

　　　　　　　　　W = (R+△R) × tanθ/2　　　　TD = W + Xm

　　　　　　　　 α = θ - 2τ　　　　　　　　　Lc = R × αﾟ/ρﾟ

　　　　　　　 　CL = 2L + Lc　　　　　　　　 　Nc = {(R+△R)/cosθ/2} - R

　　　　CL = 2L + Lc から、CL = 2×60 + 316.8 = 436.8m

　　よって、正解は「５」である。

 乱暴解  

　　５択は、60m～437mと、非常に幅が広いことに気付いて欲しい。

　　相当、乱暴に解いても正解に行き着くはずである。

　　クロソイドを無視して、すべて単曲線として求めてみては、どうだろうか。

　　　　《覚えておこう》　…　ラジアン法 ： 曲線長／円周 ＝ 角度／360ﾟ より、

　　　　　曲線長 = 円周 × 角度／360ﾟ = 2πR × I／360ﾟ = πR × I／180ﾟ

　　　　　よって、Lc = πR × I／180ﾟ = 3.14 × 240 × 90ﾟ / 180ﾟ = 376.8m

　　　　　　「よって、正解は、４」といきなり行ってはいけない。

　　　　　　　出題者は、「377m」をちゃんと準備している。(これが、引っ掛けです)

　　　　《覚えておこう》　…　単曲線にクロソイドが追加されると、曲線長は長くなる。

　　よって正解は、「437m」である。
　問　Ｂ　
　ある河川において、定期横断測量の測量成果を利用して水面こう配を求めたい。このため、水位観測所が中間にある距離標5.0㎞及び距離標5.2kmを選定した。

　表7-1及び表7-2は、定期横断測量の測量成果の一部で、表7-3は、水位観測所における水位観測結果の一部である。距離標5.0㎞から距離標5.2㎞までの区間の水面こう配はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

　ただし、水面こう配を求める区問は、距離を200mとし、流路が直線状をなし水流が整正であるものとする。また、この区問では、どの地点でも水位の変化は等しいものとする。

　　　表7-1　距離標5.0kmの　　　　　　　　　表7-2　距離標5.2kmの

　　　　　　 横断測量成果(一部)　　　　　　　　　　横断測量成果(一部)

　　　　　　観測日12月1日10時00分　　　　　　　　 観測日12月2日11時00分

 追加距離

   (m)
　標  高

   (m)
　摘　要



 追加距離

   (m)
　標  高

   (m)
　摘　要



   0.00
  10.53


   0.00
  12.21


  23.20
   4.95
水ぎわ杭

  23.00
   5.00
水ぎわ杭

  23.90
   4.51
水面の高さ

  24.00
   4.66
水面の高さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7-3 水位観測所の水位観測結果(一部)

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水位の単位 : m

１．　1/500
２．　1/1,000
３．　1/1,333
４．　1/2,000
５．　1/4,000
　　 観測日

観測時間
 12月1日
 12月2日







  9時00分
  -0.20
　-0.15


 10時00分
　-0.20
　-0.15


 11時00分
　-0.20
　-0.15


 12時00分
　-0.20
　-0.15

　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽　H13No7B　　正解　４　∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

 解　答  

　　本問の解答のポイントは、

　　「横断測量の水面の高さに、水位観測結果を補正することである。」

　　　　補正後の水位は、

　　　　　　距離標5.0kmの補正水位 = 4.51m + 0.20m = 4.71m

　　　　　　距離標5.2kmの補正水位 = 4.66m + 0.15m = 4.81m

　　　　よって、区間の水面こう配は、

　　　　　　( 4.81m – 4.71m ) / 200m = 1/2,000

　　　　正解は、「４」である。

 乱暴解  

　　《計算問題は単純計算から予測》　…　単純計算の結果から、正解を予測する

　　　　単純に、横断測量の水面の高さから、区間の水面こう配を求めると、

　　　　( 4.66m – 4.51m ) / 200m = 1/1,333　　となる。

　　　　○ そんなに単純な問題ではないが、1/1,333 の前後である。

　　　　○ 河川の水位こう配の設定は、切のいい数字になっている。

　　以上より、「２」「４」に絞り込める。

　問　Ｃ　
　次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する用地測量について述べたものである。正しいものはどれか。次の中から選べ。

１．道路用地取得のための転写連続図は、図面上方を必ず北にしなければならない。

２．境界測量においては、補助基準点を設置してはならない。

３．境界測量における境界点の座標値の表示は、mmの位まで行う。

４．面積計算は、原則として数値三斜法又はプラニメータを用いる測定方法による。

５．用地実測図原図には、建物及び工作物を表示する、
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 解　答  

　　１　…　図面に方位を記入すれば、必ずしも、上方が北でなくても良い。

　　　　　　よって、間違いである。

　　２　…　チェック部品集《用地測量10》《用地測量13》より、間違いである。

　　　　　　　　○境界測量

　　　　　　　　　・現地で境界点を測定し、座標値等を求める作業

　　　　　　　　　・補助基準点の設置

　　　　　　　　　・境界点測量

　　　　　　　　　・座標、距離、方向角計算

　　　　　　　　　・用地境界仮杭の設置

　　　　　　　　　・用地境界杭の設置

　　　　　　　　　・観測手簿、計算書

　　　　　　　　　・方法：・４級以上の基準点から放射法による

　　　　　　　　　　　　　・やむを得ない時は補助基準点を設置する

· 測量結果に基づき、計算から境界点の座標値、

　　　　　　　　　　　　　　境界点間距離、方向角を求める

　　　　　　　　○補助基準点

　　　　　　　　　・放射法の基点となる基準点を家屋の密集等で設置できない場合に

　　　　　　　　　　設置する

　　　　　　　　　・基準点からの辺長100m以内、節点１点以内の開放多角測量により

　　　　　　　　　　設置する

　　　　　　　　　・所定標杭を設置する

　　３　…　チェック部品集《用地測量12》より、正しい。

　　　　　　　　○表示単位

　　　　　　　　　　方向角：1"　　　　　距離：0.001m

　　　　　　　　　　座標値：0.001m　　　面積：0.000001m2

　　４　…　チェック部品集《用地測量17》より、間違いである。

　　　　　　　　○面積計算

　　　　　　　　　・境界測量の成果に基づき、各筆等の取得用地の面積、残地の面積を

　　　　　　　　　　算出する作業

　　　　　　　　　・座標法、数値三斜法により行う

　　　　　　　　　・面積計算：用地取得する又は使用する区域取得等の

　　　　　　　　　　区域に対して行う

　　　　　　　　　・残地計算：一筆の土地が用地幅杭線により３分割以上の場合、

　　　　　　　　　　または一筆の土地の残地が一画地として利用困難な場合に行う

　　５　…　チェック部品集《用地測量18》より、間違いである。

　　　　　　　　○用地実測図原図等作成

　　　　　　　　　・用地実測図原図、用地平面図を作成する作業

　　　　　　　　　・用地実測図原図：境界点等を図紙に展開する

　　　　　　　　・用地平面図：用地実測図原図の境界点等の必要事項を透写し、

　　　　　　　　　現地建物等の必要項目を測定し描画する

　問　Ｄ　
　表7-4に示す条件によリ地籍図の作成を計画している。このため、A単位区域において一筆ごとの面積を調べ、表7-5の面積別筆数調書を作成した。A単位区域において地籍図1枚に図示される図郭の区域の面積はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。

１．0.0075km2　 ２．0.0300km2　 ３．0.0495km2　 ４．0.1200km2　 ５．30．0000km2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7-4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地籍調査作業規程運用基準第5条第2項

　　縮尺の区分は、調査を実施する単位区域ごとの各筆の面積の中央値に従い原則として

　　次によるものとする。

　　　　250㎡未満の場合　　　　　　　　　　 1/250

　　　　250㎡以上1,000㎡未満の場合　　　　　1/500

　　　　1,000㎡以上4,000㎡未満の場合　　　　1/1,000

　　　　4,000㎡以上25,000㎡未満の場合　　　 1/2,500

　　　　25,000㎡以上の場合　　　　　　　　　1/5,000

　地籍調査作業規程準則運用基準第18条第1項

　　地籍測量に用いる器機及び器材は、別表第四に定める性能又は規格を有するもので

　　なければならない。

　　　別表第四(抜粋j地籍測量又は地積測定に用いる器械及び器材の性能又は規格

 種　類
　　　　　　　　　性 能 又 は 規 格

原図用紙
1.大きさは、縦40cm、横49.5cmであること。

2.図郭線は、縦30cm、横40cmとし、その精度は、長辺及び短辺に

　あっては±0.2mm以内、対角線にあっては±0.3mm以内であること。

3.伸縮率は、1/2,000以内であること。

4.縦横の伸縮の度合は、なるべく等しいものであること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　表7-5　面積別筆数調書

　一筆の面積範囲
　筆　数

　 (筆)
　比　率

　 (%)
累計比率　 (%)

150㎡未満
   235
  20.52
  20.52

150㎡以上200㎡未満
   172
  15.02
  35.54

200㎡以上250㎡未満
   145
  12.66
  48.20

250㎡以上300㎡未満
   161
  14.06
  62.26

300㎡以上400㎡未満
   108
   9.43
  71.69

400㎡以上500㎡未満
    80
   6.99
  78.68

500㎡以上650㎡未満
   118
  10.31
  88.99

650㎡以上800㎡未満
    45
   3.93
  92.92

800㎡以上1,000㎡未満
    24
   2.10
  95.02

1,000㎡以上
    57
   4.98
 100.00
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 解　答  

　　難しい問題です。

　　本問のポイントは、表7-4、地籍調査作業規程運用基準第5条第2項の

　　「縮尺の区分は、調査を実施する単位区域ごとの各筆の面積の中央値に従い原則とし

　　　て、次によるものとする。」が、読み取れるかどうかにある。

　　次の手順で解答する。

　　　　① 表7-5、累計比率の欄の50%にあたる、一筆の面積範囲は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「200㎡以上250㎡未満」である。

　　　　② 表7-4より、250㎡以上1,000㎡未満の場合、縮尺「1/500」である。

　　　　③ 表7-4より、原図用紙の図郭線は、「縦30cm、横40cm」である。

　　　　④ よって、図郭の区域の面積は、

　　　　　　　　　　A = ( 30cm × 500 ) × ( 40cm × 500 )

　　　　　　　　　　  = ( 0.3m × 500 ) × ( 0.4m × 500 )

　　　　　　　　　　  = 30,000m2

　　　　　　　　　　  = 0.03km2

　　従って、正解は「２」である。
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